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研究成果の概要（和文）： 学校のいじめ件数が増加している。裏切りや排除されたときの心理・生理反応を調
べた。共同作業の途中から排除されても血圧・心拍は変化しないとされてきたが、排除されることで、不快感は
高まり、全末梢血管抵抗値は上昇し、心拍出量は低下し、凍結反応を示した。これらが相殺されたために，その
積である血圧は変化しなかったと考えられる。
 いじめの抑止には、被害者への共感性だけでなく、加害者の心情理解の把握も必要である。登場人物が善人か
悪人か、あるいは結末にかかわらず、マキャベリズム得点が高いほど、登場人物の心情を理解でき、共感でき
た。いじめの抑止には、マキャベリズムの視点も考慮に入れることが必要と考えられる。

研究成果の概要（英文）： The number of bullying incidents is increasing. We examined psychological 
and physiological responses to being betrayed and excluded. Previous studies found that cardiac 
responses did not change after being excluded from the collaborative work. We showed that exclusion 
increased negative feelings and total peripheral vascular resistance, and decreased cardiac output, 
suggesting an elicitation of a freezing response. These physiological processes offset each other, 
so that their product, blood pressure, did not change, as in the previous studies.
 To prevent bullying, it is necessary not only to have empathy for the victim but also to have an 
understanding of the perpetrator's emotional state. Regardless of whether the characters or the 
outcomes in a story were good or bad or positive or negative, the higher the Machiavellian score, 
the more one could understand and empathize with the characters' sentiments. We should take the 
Machiavellian perspective into account to prevent bullying.

研究分野： 実験心理学・認知科学

キーワード： 攻撃　いじめ　裏切り　プロジェクション（投射）

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 日本の学校でのいじめ件数は増加している。本来、助け合うべき身内や同級生からの攻撃や暴力が多いという
状況の解決は社会的に重要である。本研究では、裏切や排斥を経験した状況での心理・生理学的変化を調べた。
その結果、先行研究では排除されても血行動態変化は変化しないとされてきたが、その背景にある全末梢血管抵
抗値と（血液の）心拍出量を調べたところ、全末梢血管抵抗値は高まり心拍出量が低下することで、一般的に調
べられる血圧に変化が見られないことが明らかになった。排除によってストレスを感じていることが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
いじめは、親しくしていた仲間から攻撃を受けたり、仲間はずれにされたりすることである。

他者を「攻撃対象」（=非人間）と見なすには、表象の書き換え、すなわち投射（projection）が必
要である。攻撃する人は他人をどのように理解しているのだろうか。そして攻撃・排斥される側
にはどのような心理的・身体的変化が生じるだろうか。研究３では、物語の主人公である善人や
悪人に自身を投射しながら読んで、どのような心情理解や共感を示すか、性格特定との関連で調
べた。研究１では、囚人のジレンマゲームを用いて、当初は協力関係にあったパートナーから裏
切られるようになった際の生理反応（皮膚コンダクタンス）を測定した。研究２では、共同作業
（キャッチボール）をしていた他者から排除される経験をしたときの血行動態反応を調べた。 
 
 
２．研究の目的 
（１）研究１：信頼から裏切りへ 
本実験では囚人のジレンマゲームを用いて，対戦相手の戦略が協力中心か裏切り中心かによ

って，皮膚コンダクタンス（SC）に変化が生じるかを検証した。 
 

（２）研究２：協力から排除へ 
これまでの排斥に関する研究では、3 名で行うキャッチボールゲームの中でわずか 2 分間、自

分にパスが来なくなっただけでも、「こころの痛み」を感じることが明らかにされてきた。
Eisenberger et al.（2003）による fMRI 研究では、コンピュータの画面に表示された他者とキャッ
チボールを行う課題でパスが来なくなると、身体的な痛みと同じ脳領域が活性化することが示
された。脳波を測定した研究でも、このサイバーボール課題で排斥されたとき、身体的な痛みと
対応した事象関連電位が生じることが繰り返し確認されてきた（e.g.、 Wang et al.、 2017）。 
排斥が身体的な痛みと同様の中枢神経活動を生じさせるのならば、自律神経活動にも同様の

反応が生じると予想される。特に、社会的な孤立と心血管疾患の罹患率には強固な関係があるた
め（e.g.、 Freak-Poli et al.、 2021）、排斥に対する自律神経反応は心臓血管系に示される可能性
が高い。しかしこれまでの研究では、社会的手がかりへの感受性が強い参加者（オキシトシン受
容体に関連する遺伝子配列 rs53576 において、GG 型の遺伝子多型を保有する参加者）以外では、
サイバーボール課題での排斥による血圧の上昇は認められていなかった（e.g.、 McQuaid et al.、 
2015; Williamson et al.、 2018）。 
これは、血圧が全末梢血管抵抗値と心拍出量の積によって規定されることに原因があるかも

しれない。血圧の上昇は、全末梢血管抵抗値の上昇によるものと、心拍出量の上昇によるものに
大別される。しかし生体にはどちらか一方の指標が上昇したとき、他方を低下させることで血圧
を一定に保とうとする恒常性機能が働く(e.g.、 Howard、 2021)。そのため、氷水に手を入れ痛
みに耐えるような強烈な身体的ストレス事態（Hines & Brown、 1936）とは異なり、キャッチボ
ールゲームで排斥されるような比較的緩やかなストレス事態では、一方の指標の上昇が他方の
低下で相殺され、血圧が変化しないのかもしれない。すなわち、サイバーボール課題で排斥され
た際のストレス反応は、血圧の上昇としては示されずとも、全末梢血管抵抗値もしくは心拍出量
の上昇として示される可能性があった。 
 心拍出量と全末梢血管抵抗値を測定することで、排斥を受けることが心臓血管系にどのよう
な影響を及ぼすかをより詳細に調べることが可能になる。もし全末梢血管抵抗値と心拍出量の
うち一方が上昇し、他方が低下するなら、排斥による精神的ストレスが、闘争―逃走反応と凍結
反応のどちらのストレス反応を引き起こすのか調べることができる。たとえば、心理的ないし身
体的な努力を通じて対処が可能なストレス事態では、闘争もしくは逃走に必要な骨格筋へ血液
を優先的に供給すべく、心拍出量が上昇し全末梢血管抵抗値は低下する。しかし、なす術もなく
耐えるしかできないような対処不可能なストレス事態では、血液を体軀幹部に集め代謝を抑え
るべく、全末梢血管抵抗値が上昇し心拍出量は低下する（澤田、 2001）。サイバーボール課題で
受ける排斥は参加者にとって対処不可能なストレス事態であることから、本研究は排斥が全末
梢血管抵抗値の上昇と心拍出量の低下、すなわち凍結反応を引き起こす可能性を検討した。 
 
（３）研究３：登場人物（善人・悪人）への共感性と心情理解およびその性格特性 
いじめを抑止するためには、共感性や、他者の視点に立つことが重要であると従来は考えられ

てきた。ところが、今まで仲間であった構成員に対する攻撃が存在し、その攻撃のあらわれの一
つであるいじめは、今まで共感してきた仲間に対する攻撃であることから、共感性や視点取得を
育成するだけでは、抑制することが難しいと考えられる。 
本研究では、誠実な主人公と、支配的な主人公が登場する物語を読んでもらい、物語にプロジ

ェクション(没入)をさせる。プロジェクションが行われたかどうかの指標として、登場人物の心
情理解、その人物に対する共感の程度を測定する。 
 本研究の目的は、誠実あるいは支配的な他者対する心情理解と共感に影響を与える要因を検
討することである。そこで、日頃の行動の善悪と、結末の善悪を操作し、普段の行動が善良ある



いは不良である人物が行動を行い、ポジティブあるいはネガティブな帰結になる場合を物語を
通じてプロジェクションをさせることで、仮想人物に対する心情理解や共感を行う際のパーソ
ナリティ要因を検討する。 
 
 
３．研究の方法 
（１）研究１：信頼から裏切りへ 

① 実験参加者と測定指標 
名古屋大学の大学生 11 名（男性 8 名，女性 3 名）が参加した。NEXUS-10 MarkⅡを用いて，

SCL の測定を行った。囚人のジレンマゲームの協力条件及び裏切り条件実施中の SCL を算出
し，分析対象とした。 

② 実験手続き 
実験参加者は実験者と対戦する形式で囚人のジ

レンマゲームを実施した。実際には、実験者側の選
択はコンピュータが行った。実験参加者は出来るだ
け多く得点を獲得するよう教示された。各試行で
は、テンキーの 1 と２で協力か裏切りかを選択する
よう教示した。選択による得点の組み合わせを
Figure 1 に示す。選択後に実験参加者と実験者の選択結果と獲得した得点、現在の合計得点が
呈示された。全部で 40 試行実施され、前半 20 試行と後半 20 試行で実験者側の協力回数が異な
っていた。前半では 20 試行のうち 16 試行で協力を選択した（協力条件）。一方、後半 20 試行
では 4 試行で協力を選択した（裏切り条件）。 

 
（２）研究２：協力から排除へ 

① 実験参加者と測定指標 
20 名（平均年齢 27.6 歳、男性 11 名）が実験に参加した。日本語版 PANAS を使用し、主観的

な情動状態を測定した。また連続血行動態測定装置 Finometer MIDI（Finapres Medical Systems B.V 
社製）を使用し、全末梢血管抵抗値、心拍出量、最高血圧、最低血圧を測定した。 

② 手続き 
参加者は、3 名のプレイヤー（実際には、2 名は PC）でキャッチボールを行うサイバーボール

課題を行った。全ての参加者には、同一の系列で投球が回された。課題は 2 つのブロックからな
り、参加者は初めの包摂ブロックでは全体の 29%分の投球を受け、次の排斥ブロックでは途中か
ら完全に投球されなかった。実験参加者は、各ブロックの前後に PANASへの回答を求められた。 
 包摂ブロックにおいて初めて PC 間の投球が 3 回継続する区間にあたる 7 秒と、排斥ブロック
において PC 間の投球が 30 回継続する区間のうち、3～6 回目の 7 秒を分析対象とした。これは、
包摂ブロックでも PC 間の投球は 3 回まで連続するため、参加者は 3 回目以降から排斥を認識す
ると予想されたためである。各ブロックにおける心血管反応は、開始時の値を 0 とした変化率を
算出し、参加者毎に７秒間の平均変化率を算出したのち、全実験参加者の平均変化率を算出した。 
 
（３）研究３：登場人物（善人・悪人）への共感性と心情理解およびその性格特性 
本研究では、ウェブ調査会社に依頼し、高校 1 年生 396 名、高校 2 年生 373 名、高校 3 年生

355 名、大学 1 年生 389 名、大学 2 年生 361 名、大学 3 年生 396 名、大学 4 年生 400 名、合計
2670 名が調査に参加した。インターネット上で、物語を読み、登場人物の心情を理解できるか、
登場人物に共感するかといった質問に回答した。その後、日本語版対人反応性指標(日道他, 
2017)、自己主体感尺度(浅井他, 2009)、日本語版 Short Dark Triad(田村他, 2015)に回答し
た。 
物語の内容は、善人(たとえば、日頃から謙虚で優しい)あるいは悪人(たとえば、日頃から他

者を見下しいじめを行う)が主人公であり、結末が良い(たとえば、その人物が志望大学に合格す
る)あるいは悪い(たとえば、その人物が携帯電話をなくしてしまう)といったものであった。 
善人・良い結末物語、善人・悪い結末物語、悪人・良い結末物語、悪人・悪い結末物語、それ

ぞれ 2個ずつ設定し、合計 8個の物語を参加者は読解し、それぞれの物語に対して心情理解と共
感の評定を行った。 
 
 
４．研究成果 
（１）研究１：信頼から裏切りへ 

① 結果 
協力条件と裏切り条件それぞれの平均 SCL

を対応あり t 検定で比較した結果を Figure 1
に示した。協力条件と比較して裏切り条件で有
意に低くなった（t (10) = 3.22、 p < .01）。 

② 考察 



実験の結果、裏切り条件の SCL は協力条件と比べて低かった。この結果は、囚人のジレンマ
ゲームで対戦相手から裏切られることで心拍数や心拍出量の上昇が認められ、交感神経活動の
亢進が示唆された先行研究とは相反した結果であった（Chu et al.、 2019）。心拍数や心拍出量
は主としてβ1アドレナリン作動性の交感神経活動が駆動するのに対し、SCL はコリン作動性の
交感神経活動が駆動する。１つの原因として、心拍数や心拍出量と、SCL を駆動する交感神経
系が異なることが結果に影響した可能性がある。また２つ目の原因として、本研究で設けた休息
時間が短かった可能性が考えられる。SCL は実験に対する作業前の緊張感による上昇が報告さ
れており、時間経過（試行を重ねるごとに）に伴って低くなることが指摘されている。本研究は、
協力・裏切り条件の実施順でカウンターバランスを取らなかったために、最初に実施した協力条
件の SCL が相対的に高くなった可能性が考えられた。 

 
（２）研究２：協力から排除へ 

① 結果 
社会的排斥の操作チェックとし

て、PANAS―PA と NA それぞれに
対し、1 要因 3 水準（ベースライン・
包摂ブロック後・排斥ブロック後）
の分散分析を実施した。その結果、
排斥ブロック後の PA は、ベースラ
インおよび包摂ブロック後と比較
して低かった。また排斥ブロック後
の NA は、包摂ブロック後と比較し
て高かった（ps < .05）。これらの結
果は、本研究の排斥操作が成功した
ことを示している。 
各ブロックにおける循環器系指標の結果のうち、全末梢血管抵抗値と心拍出量の結果を図１

に示す。それぞれの指標に対し、包摂ブロックおよび排斥ブロックの間で t 検定を実施した結果、
包摂ブロックに比べ排斥ブロックの全末梢血管抵抗値は有意に上昇し、心拍出量は低下した（ps 
< .05）。しかし最高血圧と最低血圧はいずれも、有意な差は認められなかった（ps > .37）。 

② 考察 
これまでの研究と同様に、サイバーボール課題での排斥は最高・最低血圧を変化させなかった。

しかし、包摂ブロックに比べ、排斥ブロックの全末梢血管抵抗値は上昇し、反対に心拍出量は低
下した。これらの結果は、心拍出量の上昇を引き起こす β1 アドレナリン作動性の交感神経系活
動ではなく、全末梢血管抵抗値の上昇を引き起こす α1 アドレナリン作動性の交感神経系活動が、
排斥による精神的ストレスによって亢進したことを示している。また心拍出量が有意に低下し
たことから、心臓から拍出される血液量を低下させる、コリン作動性の迷走神経活動が亢進した
ことが示唆された。このことから、排斥による精神的ストレスは生体の代謝を抑える凍結反応を
生じさせたが、全末梢血管抵抗値の上昇が心拍出量の低下によって相殺されたために、その積で
ある血圧は変化しなかったと考えられる。 
社会的な孤立と心血管疾患の罹患率には強固な関係がある（e.g.、 Freak-Poli et al.、 2021）。

全末梢血管抵抗値の上昇は血管内皮の損傷や硬化を引き起こす原因とされ（e.g.、 Sherwood et al.、 
1999）、心拍出量の上昇を主としたストレス反応と比べ、心血管疾患を引き起こす危険性が高い
ことが指摘されている（Howard、 2021）。本研究の結果は、社会的排斥が全末梢血管抵抗値の上
昇を介し、心血管機能を損なう原因となりうることを示唆している。 

 
（３）研究３：登場人物（善人・悪人）への共感性と心情理解およびその性格特性 
物語の内容に対する心情理解および共感の値を目的変数、日本語版対人反応性指標、自己主体

感尺度、日本語版 Short Dark Triad の得点を説明変数として重回帰分析を行った。その結果、
善人が良い結果を得る場合、Dark Triad のマキャベリズム(「私には他の人にお世辞を言っても
自分の思い通りにするところがある」などの項目で構成)得点が高くサイコパシー(「私は，どち
らかというと冷淡で人の気持ちを気にしない」などの項目で構成)得点が高いほど、登場人物の
心情を理解できず、共感できないことが明らかになった。一方で、対人反応性指標における共感
的関心(「自分は思いやりの気持ちが強い人だと思う」などの項目で構成)、視点取得(「何かを
決める前には，自分と意見が異なる立場のすべてに目を向けるようにしている」などの項目で構
成)、想像性(「面白い物語や小説を読んでいると，その話の出来事がもし自分の身に起こったら
どんな気持ちになるだろうと想像する。」などの項目で構成)、自己主体感における「身体的活動
における自己身体の制御不能性」(「自分の身体を思うように動かせないと感じることがある」
などの項目で構成)得点が高いほど、登場人物の心情を理解でき、共感できることが明らかにな
った。さらに、女性のほうが男性よりも、登場人物の心情を理解でき、共感できることが明らか
になった。善人が悪い結果を被る場合も同様のパターンを示したが、性差は見られなかった。 
悪人が良い結果を得られる場合、Dark Triad のマキャベリズム得点が高いほど、登場人物の

心情を理解でき、共感できることが明らかになった。また、対人反応性指標における視点取得得
点が高いほど、登場人物の心情を理解でき、共感できることが明らかになった。一方で、対人反



応性指標における個人的苦痛得点が高いほど、登場人物の心情を理解できず、共感できないこと
が明らかになった。さらに、女性のほうが男性よりも、登場人物の心情を理解できず、共感でき
ないことが明らかになった。また、悪人が良い結果を得る場合、自己主体感における、精神的活
動における主体の誤帰属(「何気ない他人の声や物音が，自分に関係あるものと感じてしまうこ
とがある」などの項目で構成)および社会的活動における自己の主張性(「周りに協調するよりも
自分の主張を通すことがある」などの項目で構成)が高いほど登場人物に共感でき、身体的活動
における自己身体の制御不能性が高いほど登場人物に共感できないことがわかった。 
悪人が悪い結果を被る場合、Dark Triad のマキャベリズム得点が高いほど、登場人物の心情

を理解でき、共感できることが明らかになった。女性のほうが男性よりも、登場人物の心情を理
解できず、共感できないことが明らかになった。 
 
以上のことから、Dark Triad のマキャベリズムというパーソナリティは善人であるか悪人で

あるか、結末がポジティブであるかネガティブであるかにかかわらず、仮想人物の心情を理解し、
認知的な共感を示すことが明らかになった。反応性指標における共感的関心、視点取得、想像性
が高いほど、悪人に対してではなく善人に対して、より理解し、共感を示すことが明らかになっ
た。いじめを抑止するためには、いじめ被害者の視点に立つだけではなく、いじめ加害者の視点
に立つことが必要であることから、従来重要であると考えられてきた共感性だけでなく、マキャ
ベリズムの視点に基づいて、日頃の行動の善悪と、その帰結の善悪の両者を考慮に入れることが
必要になってくると考えられる。 
本研究では、高校生から大学生を対象に横断調査を行い、年齢差はすべての結果において見られ
なかったが、今後の展開として、小学生から追跡調査を行うことで、仲間であった構成員に対す
る攻撃の生起要因や発達機序を明らかにすることが考えられる。 
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